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一
昨
年
の
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ

ト
直
後
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
端

を
発
し
た
経
済
不
況
は
、
引
き
続
き

　
当
面
の
最
重
要
課
題
は
、
財
政
の

健
全
化
で
あ
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様

の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
昨

年
度
策
定
し
た
財
政
健
全
化
計
画
の

着
実
な
推
進
を
図
り
、
一
刻
も
早
い

早
期
財
政
健
全
化
団
体
か
ら
の
脱
却

を
め
ざ
し
、
計
画
的
な
財
政
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
私
の
町
政
に
臨
む
基
本
姿
勢
で
あ

り
ま
す
が
、
地
域
の
連
携
・
協
働
・

融
和
を
基
本
と
し
て
、
町
民
と
の
対

話
を
深
め
、
合
意
の
形
成
に
努
め
、

偽
り
の
な
い
開
か
れ
た
、
公
平
・
公

正
な
町
政
の
運
営
で
あ
り
ま
す
。

　
前
例
や
慣
習
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
様
々
な
分
野
の
垣
根
を
取
り

払
い
、
と
も
に
連
携
・
協
力
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
行
政
と
町

民
の
皆
様
と
の
創
意
工
夫
の
も
と
で
、

取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
地
域
づ

く
り
な
ど
、
新
た
な
視
点
に
立
っ
た

主
体
的
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
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地
方
で
は
回
復
の
兆
し
見
え
ず
、
消

費
の
後
退
や
雇
用
不
安
を
生
み
出
し
、

地
域
経
済
は
冷
え
切
っ
て
お
り
ま
す
。

　
と
り
わ
け
、
我
が
町
の
主
産
業
で

あ
る
観
光
に
お
い
て
は
、
訪
れ
る
観

光
客
が
減
少
し
続
け
て
お
り
、
こ
の

対
策
は
急
務
で
あ
り
、
関
係
団
体
・

機
関
等
と
連
携
し
、
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
雇
用
対
策
の
強
化
を
図
り
、

企
業
誘
致
や
定
住
対
策
に
も
力
を
入

れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
町
内
融
和
が
進
ん
で
お
り
ま

す
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
か

ぎ
り
で
あ
り
ま
す
が
、
両
地
区
の
均

衡
あ
る
発
展
に
つ
い
て
も
引
き
続
き

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
2
0
0
0
年
有
珠
山
噴

火
か
ら
10
年
、
ま
た
洞
爺
湖
温
泉
誕

生
1
0
0
年
の
節
目
の
年
で
あ
り
ま

す
。
改
め
て
防
災
意
識
の
啓
蒙
を
図

る
と
と
も
に
、
地
域
の
様
々
な
取
り

組
み
や
事
業
展
開
が
、
洞
爺
湖
町
の

観
光
振
興
、
地
域
振
興
に
つ
な
が
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
期
待
す
る
と
と
も

に
、
観
光
客
や
修
学
旅
行
へ
の
誘
致

対
策
な
ど
に
も
力
を
そ
そ
い
で
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

〈
主
な
施
策
に
つ
い
て
〉

　
平
成
22
年
度
第
1
回
洞
爺
湖
町
議
会
定
例
会
が
、
6
月
22
日
か
ら
３
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
真
屋

新
町
長
が
、
こ
れ
か
ら
の
町
政
運
営
に
あ
た
り
、
執
行
方
針
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

な
お
全
文
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

公
平
・
公
正
の
町
政

観
光
資
源
を
活
用
し
た

温
泉
街
の
再
興
と
雇
用
の
促
進

財
政
健
全
化
団
体

か
ら
の
早
期
脱
却

洞
爺
湖
温
泉

誕
生
か
ら
1
0
0
年

　
合
併
し
洞
爺
湖
町
が
誕
生
し
て
４

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
虻
田
地
区
と

洞
爺
地
区
の
垣
根
が
取
り
払
わ
れ
、

町
内
の

均
衡
あ
る
発
展
へ

町政執行方針
平成22年度



　
　
蘭
民
報
社
が
創
刊
65
周
年
を
記

　
　
念
し
て
公
募
し
て
い
た
「
室
民

エ
コ
大
賞
」
に
洞
爺
高
校
が
受
賞
し

ま
し
た
。

　
一
般
家
庭
や
団
体
な
ど
西
胆
振
管

内
か
ら
32
件
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の

中
か
ら
洞
爺
高
校
の
学
校
ぐ
る
み
で

行
っ
て
い
る
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
、
同

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　「
環
境
の
た
め
の
地
球
学
習
観
測
プ

ロ
グ
ラ
ム（
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
）」
の
文
部

省
科
学
省
の
指
定
校
と
な
り
、
家
庭

科
の
学
校
の
特
色
を
い
か
そ
う
と
環

境
学
習
と
販
売
学
習
を
深
化
さ
せ
た

「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
発
足

さ
せ
ま
し
た
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
構
成
は
、
２

年
生
の
選
択
科
目
「
消
費
生
活
」
を

選
択
し
た
生
徒
で
、「
で
き
る
こ
と
を

で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
！
」

を
テ
ー
マ
に
、
昨
年
は
８
人
が
様
々

な
実
践
活
動
に
挑
み
ま
し
た
。

　
地
産
地
消
の
推
進
で
は
、
地
場
産

品
を
使
っ
て
、
マ
ド
レ
ー
ヌ
、
シ
フ

ォ
ン
ケ
ー
キ
な
ど
を
作
り
、
手
作
り

食
品
で
洞
爺
湖
町
Ｐ
Ｒ
に
一
役
買
い

ま
し
た
。

　
買
物
を
楽
し
め
る
デ
ザ
イ
ン
性
重

視
の
エ
コ
バ
ッ
グ
と
古
新
聞
を
利
用

し
た
エ
コ
バ
ッ
グ
と
い
う
２
種
類
の

バ
ッ
グ
も
大
変
好
評
で
、
特
に
新
聞

エ
コ
バ
ッ
グ
は
、
水
の
駅
か
ら
依
頼

を
受
け
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
日
常
使
う
石
け
ん
も
、
調
理
実
習

や
寮
生
活
で
排
出
さ
れ
る
食
品
油
を

使
い
、
水
質
浄
化
に
効
果
が
あ
る
Ｅ

Ｍ
菌
エ
コ
石
け
ん
作
り
に
取
組
み
ま

し
た
。

　
今
年
は
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
２

年
生
の
必
修
科
目
と
な
り
、「
人
数
が

多
く
な
る
の
で
、
一
層
活
発
に
活
動

し
て
く
れ
る
と
思
う
」
と
昨
年
の
リ

ー
ダ
ー
の
鈴
木
一
輝
く
ん
は
、
後
輩

達
の
活
躍
ぶ
り
に
期
待
し
て
い
ま
し

た
。
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室

洞
爺
高
校
が
受
賞

室
民
エ
コ
大
賞

室蘭民報創刊
65周年記念

喜びの声

鈴木　一輝さん

「最初は驚きました。

この受賞を励みに、後

輩達も活動を続けてい

って欲しい」

安斉　仁志さん

「自分達でも取組めた

ので、他の人もできる

ところから実践して欲

しい」

中川麻里奈さん

「ささいなエコ活動が

評価され嬉しい。回り

にもひろげていきたい」

合田　一美さん

「今まで苦労もあった

けど、エコ大賞を受賞

できてよかった」

平井　優汰さん

「活動を知ってもらい、

いろんな人が環境に興

味をもってくれたら嬉

しい」

古賀　美鈴さん

「活動を通して、地域

の人とふれ合い、環境

のことを知らせること

ができて嬉しい」

佐藤　　舞さん

「小さな学校で行った

この活動で、大賞を受

賞することができてと

ても嬉しい」

辻　早也花さん

「驚きました。この受

賞に恥じない生活をこ

れからもしていきたい」 受賞を喜ぶ昨年度のECOプロジェクトに取組んだ生徒たち受賞を喜ぶ昨年度のECOプロジェクトに取組んだ生徒たち
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主
催 スタッフ募集洞爺湖温泉誕生100年記念事業実行委員会

   75－2446　FAX75－3715

感謝祭記念感謝祭記念感謝祭記念
返れば100年

●日程 月724
25

●会場 洞爺湖汽船
駅前桟橋
特設会場

　1910年（明治

43年）の有珠山

噴火により湧出さ

れた洞爺湖温泉。温

泉として今年がちょう

ど100年目を迎えます。

　その後1944年（昭和

19年）、1977年（昭和52

年）、2000年（平成12年）

と３回の噴火を経験し、

そのつど復興を成し遂げ

てきました。

　その間、全道有数の観

光地となり、昨今は、北

海道洞爺湖サミットの開

催や有珠山洞爺湖ジオパ

ークの世界ジオパークへ

の加盟などで、国内外に

大きく知られる存在とな

ってきています。

　100年の歩みをふり返り、

先人達の労苦に感謝しな

がら、町民挙げて100歳

を祝っていきましょう。

そして、この日を新

たな出発点として、

多くの知恵をもち

より、洞爺湖温泉

を再び活性化し

ていきまし

ょう。

　1910年（明治

43年）の有珠山

噴火により湧出さ

れた洞爺湖温泉。温

泉として今年がちょう

ど100年目を迎えます。

　その後1944年（昭和

19年）、1977年（昭和52

年）、2000年（平成12年）

と３回の噴火を経験し、

そのつど復興を成し遂げ

てきました。

　その間、全道有数の観

光地となり、昨今は、北

海道洞爺湖サミットの開

催や有珠山洞爺湖ジオパ

ークの世界ジオパークへ

の加盟などで、国内外に

大きく知られる存在とな

ってきています。

　100年の歩みをふり返り、

先人達の労苦に感謝しな

がら、町民挙げて100歳

を祝っていきましょう。

そして、この日を新

たな出発点として、

多くの知恵をもち

より、洞爺湖温泉

を再び活性化し

ていきまし

ょう。



　
　
通
温
泉
の
誕
生
を
示
す
場
合
、

　
　
開
湯
年
度
を
示
す
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
洞
爺
湖
温
泉
は
、
１
９

１
０
年
（
明
治
43
年
）
の
有
珠
山
の

火
山
活
動
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た

天
然
湧
出
泉
で
、
誕
生
年
が
分
か
っ

て
い
る
極
め
て
珍
し
い
温
泉
で
す
。

　
そ
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

１
９
１
０
年
の
噴
火
か
ら
翌
年
の
11

年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
調
査
を
も
と

に
作
成
さ
れ
た
「
有
珠
山
火
山
北
部

新
噴
火
孔
分
布
図
」
で
、
旧
虻
田
郡

虻
田
村
西
丸
山
湖
岸
沿
い
に
温
泉
が

湧
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。

　
こ
の
以
前
の
地
形
（
測
量
図
）
に

は
温
泉
が
湧
出
さ
れ
て
い
た
記
録
が

な
い
こ
と
か
ら
、
温
泉
は
１
９
１
０

年
の
噴
火
に
よ
り
誕
生
し
た
こ
と
は

明
ら
か
な
こ
と
で
す
。
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普

ふり
誕生
100年

温泉誕生
一口メモ

ぐ
るっ
と洞爺
湖マイムマイム参加者募集参加者募集

月725
14:00～15:00（予定）
参加費　300円（保険料含）中学生以下無料

　　　　当日受付有

月72425・

洞爺湖温泉誕生100年

記念感謝祭

アートフリー
マーケット

手づくりアートマーケット
出店者大募集

　洞爺湖の広々とした芝生で寛ぎながら、自作の

オリジナル作品を発表・販売しませんか。作品の

ジャンルは一切問いません。

■時　間　11：00～17：00

■区　画　３ｍ×３ｍ（手持ち出店のみ）

■出展料　１日間　1,000円、２日間　2,000円

■締切り　７月20日（火）

　目指せ一周＋ギネス！ぐるっと洞爺湖マイムマ

イムは、いつかみんなで手をつないで洞爺湖を一

周し、マイムマイムを踊ろうという、洞爺湖温泉

誕生100年目の2010年から始まるチャレンジです。

　題名の「マイム」はヘブライ語で水の意味です。このフォ
ークダンスでは、ユダヤ人の開拓農民が砂漠地帯で水源発見
の喜びを歌い踊る情景を表現。思いは温泉が湧き出た事で、
洞爺湖温泉が誕生し発展した喜びに通じると考えました。

■申込み　洞爺湖温

泉観光協会

ＦＡX75－3715

（住所、氏名、電話

番号、内容明記）ま

たはメール

goto@laketoya.com

※雨天決行

　雨天に備えて、各

　自、テントなどを

　ご用意ください。

申込み

洞爺湖温泉誕生

100記念事業委員会

　75－2446

なぜ洞爺湖温泉でマイムマイムなの？

洞爺湖
温　泉
洞爺湖
温　泉
洞爺湖
温　泉
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平　　
成
21
年
度
の
事
務
事
業
評
価
は
、

　
　
国
か
ら
の
法
定
受
託
事
務
な
ど

を
除
く
２
２
０
件
を
対
象
と
し
て
実

施
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
評
価
に
あ
た
っ
て
は
、
事

務
事
業
の
性
質
ご
と
に
「
一
般
行
政

サ
ー
ビ
ス
」、「
補
助
金
」
及
び
「
公

共
施
設
」
に
分
類
し
た
う
え
で
、
３

種
類
の
評
価
調
書
に
よ
っ
て
成
果
の

把
握
に
努
め
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ

の
評
価
結
果
を
踏
ま
え
て
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
改
善
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
評
価
結
果
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

企画防災課行財政改革推進室

74－3004

⑧
シリーズ行財政改革行財政改革

一般行政サービスの評価結果の概要

Ａ　廃止する事業～縮小する事業（６事業）

Ｂ　内部努力や効率化で経費を削減する事業～22年度に方向性を検討・関係機関などと調整する事業（24事業）

A

B
C

６事業（5 .7％）

24事業（2 2.6％）

76事業（7 1.7％）

Ｃ
76事業
71.7％

Ａ
６事業

　　  5.7％

Ｂ
24事業
22.6％

１）廃止する事業
２）目的を達成して終了する事業
３）休止する事業
４）縮小する事業

継続する事業

１） 内部努力や効率化で経費を削減する事業
２）受益者負担を適正化する事業
３）更新時期を延期する事業
４）2 2年度に方向性を検討・関係機関
　　等と調整する事業

１ ）「廃止」とした事業（１事業）

事務事業の名称 平成22年度の改革・改善方針 所管課

洞爺公民館
管 理 事 業

社　会
教育課

　平成22年３月に補助金適正化法の適用除外となるこ
とから設置条例を廃止し、用途転用の検討を行う。

１ ）「内部努力や効率化で経費を削減する」とした事業（９事業）

� 事　務　事　業　の　名　称 所  管  課

１

２

３

４

５

６

７

８

９

３ ）「休止」とした事業（１事業）

事務事業の名称 平成22年度の改革・改善方針 所管課

道路新設
改良事業

建設課
　平成22年度は、町財政の状況から道路新設事業を
休止する。

４ ）「縮小」とした事業（３事業）

事務事業の名称 平成22年度の改革・改善方針 所管課�

１

２

３

表彰事務 総務課
　町の自治振興を促進するためのものであるが、時
代適合性の観点から50年以上の在住者を表彰する制
度の見直し（廃止）を検討する。

国民健康保険税
賦課、収納管理、
滞納整理事業

固定資産
税不均一
課税事業

税　務
財政課

　嘱託職員として任用してきた徴収員を年次的に削
減しており、22年度に嘱託職員を廃止し、経費を削
減する。（20年度：２名、21年度：１名）

税　務
財政課

　観光振興ホテル業者の負担軽減を図る政策的事業
であるが、時代適合性の観点から現在の軽減措置を
27年度から段階的に縮小する。

２ ）「目的を達成して終了」とした事業（１事業）

事務事業の名称 平成22年度の改革・改善方針 所管課

健康づくり
大 学 事 業

観　光
振興課

健康づくり大学事業については、２カ年実施し、本年
度をもって終了となるが、この事業成果については、
ヘルスツーリズムの基礎として、今後の観光振興に役
立てていくこととする。

ネットワークの管理運用事務

本庁舎管理業務

湖畔公園維持管理事業

道路橋梁維持管理事業（町道全路線）

公用車維持管理事業

下水道施設管理事業（終末処理場ほか）

水道施設管理事業（取水ポンプ場ほか）

給食センター運営事業（虻田・洞爺）

洞爺湖芸術館管理運営事業

総 務 課

総 務 課

総 合 支 所

環 境 課

環 境 課

上下水道課

上下水道課

給食センター

社会教育課

２ ）「受益者負担を適正化する」とした事業（３事業）

� 事　務　事　業　の　名　称 所  管  課

１

２

３

常設保育所管理運営事業

へき地保育所管理運営事業

姉妹町村交流事業（三豊市）

管 理 課

管 理 課

社会教育課

４ ）「2 2年度に方向性を検討･ 関係機関などと調整する」とした事業（1 0事業）

� 事　務　事　業　の　名　称 所  管  課

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

町有住宅管理事務

洞爺湖遊漁船対策事業

町営住宅管理事業

生ごみ堆肥化施設管理運営事業（花美館）

洞爺地区泉源管理事業（１～４泉源）

洞爺ふれあいパーク管理事業

洞爺高校管理運営事業

洞爺高校寄宿舎管理運営事業

常設保育所管理運営事業

へき地保育所管理運営事業

総 務 課

観光振興課

建 設 課

環 境 課

総 合 支 所

総 合 支 所

管 理 課

管 理 課

管 理 課

管 理 課

３ ）「更新時期を延期する」とした事業（２事業）

� 事　務　事　業　の　名　称 所  管  課

１

２

教育用コンピュータ整備事業

老朽管布設替事業

管 理 課

上下水道課

平
成
21
年
度
　
事
務
事
業

評
価
の
結
果
に
つ
い
て



　
　
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｋ
О
　
マ
ン
ガ
・
ア
ニ

　
　
メ
フ
ェ
ス
タ
が
、
洞
爺
湖
温
泉

誕
生
１
０
０
年
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
、
６
月
26
日
、
27
日
洞
爺
湖
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
26
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
真

屋
町
長
が
「
洞
爺
湖
町
か
ら
新
し
い

文
化
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。
今
後

も
継
続
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
ア

ニ
メ
原
画
展
な
ど
に
多
く
人
が
訪
れ
、

　
街
中
を
自
由
に
コ
ス
プ
レ
の
ま
ま

歩
く
機
会
が
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、

思
い
思
い
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
扮
し

て
温
泉
街
を
楽
し
そ
う
に
散
策
し
て

い
ま
し
た
。

　
27
日
午
前
中
に
は
、
ア
ニ
メ
ふ
ォ

ー
ラ
ム
が
行
わ
れ
、
観
光
と
ア
ニ
メ

に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
、
「
コ
ス
プ

レ
し
た
人
が
集
ま
る
と
、
そ
れ
を
見

る
た
め
に
観
光
客
が
集
ま
る
」
と
、

い
う
相
乗
効
果
に
つ
い
て
、
指
摘
が

あ
り
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
神
谷
明
さ
ん
の
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
引
続
い
て
の

コ
ス
プ
レ
ー
シ
ョ
ー
で
イ
ベ
ン
ト
は

最
高
潮
。
舞
台
に
コ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー

ら
が
上
が
っ
て
踊
り
だ
し
、
会
場
は

異
常
な
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
関
係
者
も
、
根
強
い
マ
ン
ガ
・
ア

ニ
メ
フ
ァ
ン
に
圧
倒
さ
れ
、
思
い
の

ほ
か
の
盛
況
に
喜
び
を
隠
し
切
れ
な

い
よ
う
で
し
た
。
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Т

地デジ受信の準備をお急ぎください
●アナログテレビの放送は平成23年７月１日終了し、同年７月24日は映らなくなります。

●こんな時はぜひ「デジサポ道央」へお問合せください。

　・デジタル放送対応テレビに交換及びチューナーを設置しても放送が映らない。

　※後日デジサポにて調査に伺うことがあります。

●地上デジタル放送に関する一般的なお問合せ（受信に関するご不明な点など）

　地デジに関するお問合せ先　　011-351-1155（デジサポ道央）平日９時～21時まで

　　　　　　　　　　　　　　土・日・祝日９時～18時まで

TOYAKO　マンガ・アニメフェスタ

アニメファン洞爺湖に大集合!アニメファン洞爺湖に大集合!
盛　り　上　が　る　会　場盛　り　上　が　る　会　場

ポーズを決めるアニメファンポーズを決めるアニメファン

VHSビデオデッキ、パソコン、カーナビ、ラジオ等でアナログテレビ放送を受信している場合も、2011年7月以降は視聴できなくなります。

実際の表示内容、表示形式、時期等は今後変更される場合があります。［アナログテレビ放送終了までの画面イメージ］［アナログテレビ放送終了までの画面イメージ］［アナログテレビ放送終了までの画面イメージ］［アナログテレビ放送終了までの画面イメージ］
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道と家庭教育の推進で提携
かねむら菓子舗町内４社目

早く走れるようになったよ
洞爺湖スポーツクラブ走り方教室

口蹄疫予防対策講習会
観光業者ら知識と対策学ぶ

とうや小学校
　　　人権の花植栽

町

小

６

６

　　内のかねむら菓子舗（兼村勝三代表）が、北海道と

　　「北海道家庭教育サポート企業等制度」を結びました。

町内では四社目で、商店では初めてです。

　これは、道教育委員会が、企業と提携しながら家庭教育

の一層の推進を図ろうとする狙いで、具体的には、職場見

学や体験、職場での子育て支援環境づくりなどについて協

力してもらおうとするものです。

　同店では、今までも小学生の総合学習でケーキ作り体験

などを受け入

れてきました

が、引き続き

同様の体験や

見学を受け入

れて、子ども

達をサポート

していくこと

にしています。

　　月17日

　　口蹄疫予

防対策講習会

（主催洞爺湖

温泉観光協会

・同旅館組合）

が、観光情報

センター町民

ホールで、ホ

テル、飲食店関係者ら約20人が参加して開かれ、口蹄疫

の正しい知識と対策について学びました。

　講師の北海道胆振家畜保健衛生所の渡邊所長は、「北海

道に上陸しないよう万全の体制をとりたい」と話し、具体

的な対策として「今以上に環境をきれいにする」「必要以

外に農場へ立ち寄らない」など消毒液での防疫を訴えてい

ました。

　現在、町では洞爺地区と温泉地区の事業者向けに消毒液

を提供していますので、必要な方は観光振興課（　75‐

4400）へお問合せください。

道と提携書を交わす兼村ノブ子さん(右)道と提携書を交わす兼村ノブ子さん(右)

　　学校の運

　　動会を前

にして、洞爺

湖スポーツク

ラブが、４回

シリーズで走

り方教室を開

きました。

　６月16日行われた同教室には、約30人の小学生が参加。

新谷先生（元虻高教諭）の指導で、もものあげ方や腕の振

り方を教えてもらい、25　と50　走で実践しました。

　最後に再度　前を向いて走る　ももを上げる　腕を振る

の３カ条を確認して教室を終了しました。

　参加した児童は「早く走れるようになった。運動会で１

等賞をとりたい」と自信にあふれていました。

ももを高くあげ走る児童たちももを高くあげ走る児童たち

説明会に集った観光業者の皆さん説明会に集った観光業者の皆さん

人権の花を植栽する児童たち人権の花を植栽する児童たち

　　月7日、人権の花運動を進める町と室蘭人権擁護委

　　員協議会が、とうや小学校を訪れ、ベゴニアの苗な

ど1,620株を提供し、いっしょに植栽を行いました。

　花の世話を行いながら、優しい気持ちをはぐくんでも

らおうと行っている取組みです。

　桑原人権擁護委員が「人を思いやる心を育ててくださ

い」と挨拶し、齊藤胡椛児童会長が「全校児童で大切に

育てます」お礼の言葉を述べました。

　引き続き６年生16人が、校舎前の花壇に一つひとつ丁

寧に花の苗を

植えていきま

した。

　22日も、

温泉小学校で

同植栽活動が

実施されまし

た。

くる　み
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鳥獣被害に早急な対策
有効なワナで最小被害へ

洞爺高校柔道部
全道大会への切符をつかむ

少年の主張大会
温中３年諸岡さんが最優秀賞

史跡めぐりウォークラリー
健康づくりで郷土の歴史を学ぶ

　　康増進を図りながら郷土の歴史を学ぼうと、史

　　跡めぐりウォークラリー（主催教育委員会・健

康づくり推進委員会）が６月５日行われました。

　当日は、入江・高砂貝塚館に集合し説明を受けた

後、入江貝塚公園、地神(トコタン川河口)、プロビ

デンス号(道の駅)、和田屋茂兵衛の墓(歴史公園)、

有珠善光寺遺跡と巡り、最後の有珠モシリ遺跡は展

望台から眺めました。

　各ポイントでは、史跡の説明とそれにちなんだク

イズが出題さ

れ、参加者は

約７　のコー

スを楽しみな

がら３時間ほ

どかけて歩き

通しました。

　　月10日

　　洞爺湖町

鳥獣被害防止

対策協議会

（会長・吉田

副町長）の通

常総会が役場

防災研修ホー

ルで開かれ、

事業計画案と予算を審議しました。

　昨年度の有害鳥獣による農業被害額は1,200万円にのぼ

り、面積は、ビート、トウモロコシなど約1２　及んでい

ます。

　特に昨年初めて町内で繁殖力の強いアライグマの生息

が確認され、一気に広がる可能性があるため、市販のア

ライグマ捕獲用の箱わなを購入し、対策を急ぐことにし

ました。

　同協議会では「被害を最小限に食い止めるためにも、

早急な対策をとる必要がある」と対策に力をいれています。

　　59回高

　　体連室蘭

支部柔道大会

が、５月13

日～14日の

日程で開かれ、

洞爺高校柔道

部女子が準優

勝、男子個人

で73　以下の吉田拓人さんが３位に入賞しともに

全道大会への切符をつかみました。

　６月11日には綱嶋教育長のもとを訪れ、支部予

選会の成績と道大会への出場を報告しました。

　生徒達は「一つひとつの試合を大事にしたい」「３

年間の締めくくりとしてがんばりたい」などと決意

をそれぞれ述べ、綱嶋教育長は「普段の力を出して

がんばってください」と激励しました。

６

健

６

第

ポイントで説明を聞く参加者ポイントで説明を聞く参加者

対策を協議する鳥獣被害防止対策協議会総会対策を協議する鳥獣被害防止対策協議会総会

綱嶋教育長へ報告に訪れた洞爺�柔道部綱嶋教育長へ報告に訪れた洞爺�柔道部

　　月10日洞爺湖町少年の主張大会が虻田ふれ合

　　いセンターで開かれ、町内中学校の代表６人が、

聴衆を前に自分の考えを堂々と披露しました。審査

の結果、「自分の『弱さ』をみつめて」と題して発

表した洞爺湖温泉中学校３年の諸岡沙紀さんが最優

秀賞を手にしました。

　諸岡さんは、「緊張しましたが、自分の力を出し

切って満足です」と喜

びを語りました。その

ほかの受賞はつぎのと

おり。

優秀賞　石井美和さん

（洞爺中３年）・今村

祐貴さん（同３年）／

優良賞　外川桜さん

（温泉中３年）・寺島

里佳さん（虻田中２

年）・田仁里緒さん

（虻田中２年）
最優秀賞を受賞した諸岡沙紀さん最優秀賞を受賞した諸岡沙紀さん
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平　　
成
21
年
度
か
ら
、
特
定
の
年
齢

　
　
に
達
し
た
女
性
に
対
し
て
、
子

宮
頸
が
ん
及
び
乳
が
ん
に
関
す
る
検

診
手
帳
及
び
検
診
費
用
が
無
料
に
な

る
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
対

象
と
な
る
方
々
へ
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
に
お
け
る

受
診
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
が
ん

の
早
期
発
見
と
正
し
い
健
康
意
識
の

普
及
及
び
啓
発
を
は
か
り
、
健
康
保

持
及
び
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

　
対
象
年
齢

　
対
象
年
齢
は
、
前
年
度
に
（
平
成

21
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
22
年
４
月

１
日
ま
で
の
間
に
）
の
年
齢
に
達
し

て
い
る
女
性
の
方

子
宮
頸
が
ん
検
診
・
・
・
20
歳
、
25

歳
、
30
歳
、
35
歳
、
40
歳

乳
が
ん
検
診
・
・
・
40
歳
、
45
歳
、

50
歳
、
55
歳
、
60
歳

　
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
は
、
平
成
22
年

４
月
20
日
現
在
で
洞
爺
湖
町
民
の
方

に
送
付
し
て
い
ま
す
。
有
効
期
間
は

平
成
22
年
5
月
1
日
か
ら
平
成
23
年

3
月
31
日
で
す
。

女性特有のがん検診のお知らせ女性特有のがん検診のお知らせ
子宮頸がん･乳がん

問合せ/健康福祉センターさわやか　76-4006

■対象年齢

子 宮 頸 が ん 乳　　が　　ん

年齢 生　年　月　日 年齢

20歳 40歳

25歳 45歳

30歳 50歳

35歳 55歳

40歳 60歳

生　年　月　日

■個別検診を受ける場合
検診項目

受診機関

伊　　　達
赤十字病院

石　　　田
内科胃腸科

北　海　道

対がん協会

検診センター

○ ○

○

○ ○

乳がん検診子宮がん検診 予　約　方　法　な　ど

完全予約制となっており、事前に伊達赤
十字病院健診センター（　23－2211内
線221）へお申込みください。予約した
検診日時で不都合が生じた場合は、健診
センターへご連絡願います。

予約は不要です。診療時間内に受診して
ください。(電話　－3838)

完全予約制となっており、事前に北海道
対がん協会検診センター予約専用（　
011－748－5522）へお申込みください。
予約した検診日時で不都合が生じた場合
は、検診センターへご連絡願います。
北海道対がん協会の住所は札幌市東区北
26条東14丁目１番15号です。
地図をご希望の方は健康福祉センター
「さわやか」までご連絡ください。

■集団検診を受ける場合

日　　時

健康福祉センターさわやか会　　場

注意事項

洞爺ふれ愛センター

平成23年２月３日（木） 平成23年２月４日（金）

２日間とも時間予約制・定員制です。

詳しい内容を年12月10日の回覧にて各世帯へ配布します。

お申込みは12月10日から開始となりますので、ご了承くだ

さい。

平成元(1989)年4月2日～
平成２(1990)年4月1日
昭和59(1984)年4月2日～
昭和60(1985)年4月1日
昭和54(1979)年4月2日～
昭和55(1980)年4月1日
昭和49(1974)年4月2日～
昭和50(1975)年4月1日
昭和44(1969)年4月2日～
昭和45(1970)年4月1日

昭和44(1969)年4月2日～
昭和45(1970)年4月1日
昭和39(1964)年4月2日～
昭和40(1965)年4月1日
昭和34(1959)年4月2日～
昭和35(1960)年4月1日
昭和29(1954)年4月2日～
昭和30(1955)年4月1日
昭和24(1949)年4月2日～
昭和25(1950)年4月1日



各
種
医
療
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
方
へ

後期高齢者医療制度のお知らせ後期高齢者医療制度のお知らせ後期高齢者医療制度のお知らせ

　現在ご使用の減額認定証（限度額適用・

標準負担額減額認定証）は、平成22年７月

31日にて有効期限が満了となり、８月以降

のご使用ができなくなります。７月中に新

しい減額認定証をお渡ししますので、８月

１日からご使用ください。

　なお、減額認定証の用紙は橙色です。

　
　
在
使
用
中
の
次
の
医
療
受
給
者

　
　
証
は
、
８
月
１
日
以
降
使
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
新
し
い
受
給
者

証
は
、
７
月
中
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、

旧
受
給
者
証
は
、
８
月
以
降
に
破
棄

し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
す
る
医
療
受
給
者
証

●
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者

　
証
●
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給
者

　
証
●
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証

●
国
民
健
康
保
険
特
定
疾
病
療
養
受

　
療
証

　
医
療
受
給
者
証
の
交
換
に
あ
た
り
、

健
康
保
険
に
変
更
が
あ
っ
た
方
は
、

保
険
証
を
お
持
ち
に
な
り
窓
口
で
変

更
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
所
得
証
明
書
な
ど
の
提
出
を
求

め
ら
れ
て
い
る
方
で
、
ま
だ
提
出
を

さ
れ
て
い
な
い
方
は
至
急
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を

お
持
ち
の
方
へ

　
現
在
ご
使
用
中
の
認
定
証
は
、
８

国
保
税
及
び
後
期
高
齢

保
険
料
の
口
座
振
替
の

お
す
す
め

　
保
険
税
等
の
納
入
を
便
利
な
口
座

振
替
に
し
ま
せ
ん
か
、
う
っ
か
り
納

め
忘
れ
や
銀
行
に
行
く
手
間
が
は
ぶ

け
ま
す
。

　
申
込
み
は
、
国
保
と
後
期
高
齢
の

窓
口
ま
た
は
金
融
機
関
で
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。
口
座
番
号
（
預
金
通
帳）

と
印
鑑
（
預
金
通
帳
に
使
用
し
て
い

る
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
住
民
課
国
保
医
療
係

　
7
4
‐
3
0
0
2
へ
。

月
１
日
以
降
使
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
な
ど

は
、
８
月
１
日
以
降
に
忘
れ
ず
に
更

新
し
て
く
だ
さ
い
。

現

■減額認定証をお渡しします

●これまで、対象となる全ての方に「医療費通知」

　を送付しておりましたが、平成22年度から発行を

　希望される方のみへの送付に変更となりました。

●今後も医療費通知を希望される方は、お手数です

　が、次の問合わせ先まで連絡ください。

★ご連絡の際には、被保険者番号のわかるものをお

　手元にご用意ください。

★すでに「送付を希望する」旨連絡をいただいた方

　は、再度の連絡の必要はありません。

北海道後期高齢者医療広域連合　　011-290-5601

洞爺湖町住民課国保医療係　　　　0142-74-3002

北海道後期高齢者医療広域連合　　011-290-5601

洞爺湖町住民課国保医療係　　　　0142-74-3002

■医療費通知の送付を希望される方へ

問
合
せ

住民税非課税世帯の区分Ⅰ･
区分Ⅱの適用

世帯全員が住民税非課税であ
る方

世帯全員が所得０円かつ公的
年金受給額80万円以下の方

老齢福祉年金を受給されてい
る方

世帯全員が住民税非課税であ
る方のうち、次のいずれかに
該当する方

区
分
Ⅱ

区
分
Ⅰ

国
民
健
康
保
険
か
ら
…
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羅
や
雨
も
ま
た
よ
し
蛇
の
目
傘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
　
村
　
育
　
子

羅
に
老
舗
の
意
気
を
包
み
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
原
　
敏
　
子

嫁
姑
う
す
も
の
似
合
い
お
出
掛
け
に
　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
　
　
勇

家
々
の
庭
盛
り
上
げ
る
花
つ
つ
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
瓶
　
　
　
修

母
の
忌
や
僧
一
族
の
薄
衣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
　
野
　
知
　
子

う
す
も
の
は
今
年
も
肩
に
か
ろ
き
か
な
　
　
　
　
　
　
　
那
　
須
　
伶
　
子

　
※
羅
＝
絽
や
紗
な
ど
の
生
地
で
作
っ
た
夏
用
の
単
衣

わ
た
し
の
う
た

短
　
歌

【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
六
月
定
例
会
よ
り

俳
　
句
　
【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
六
月
定
例
会
よ
り

う
す
も
の

う
す
も
の

し
に
せ

ろ

し
ゃ

12

…そこが
知りたい

年金年金

運
び
屋
は
野
の
鳥
な
ら
む
庭
土
に

　
　 
 

覚
え
な
き
木
の
育
つ
た
の
し
く
　
　
　
　
　
　
赤
　
塚
　
瑛
　
子

山
鳩
の
く
ぐ
も
る
声
に
顕
た
し
む
る

 
 
 
 

汗
し
て
畑
う
つ
母
の
う
し
ろ
で
　
　
　
　
　
　
山
　
木
　
　
　
孝

し
ん
と
し
て
五
月
の
ひ
か
り
い
た
だ
い
て

 
 
 
 

本
願
寺
展
へ
参
り
て
候
（
皇
恩
寺
ツ
ア
ー
）
　
大
　
西
　
芳
　
子

何
時
ま
で
も
冬
着
ぬ
が
れ
ず
こ
の
年
は
　

 
 
 
 

リ
ラ
は
咲
け
ど
も
寒
き
朝
あ
り
　
　
　
　
　
　
北
　
島
　
加
　
代

大
滝
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
に
歩
み
止
め

 
 
 
 

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
に
活
力
み
な
ぎ
る
　
　
　
　
太
　
田
　
　
　
智

お
お
ら
か
に
ゆ
る
る
島
根
の
白
ぼ
た
ん

 
 
 
 

ふ
る
里
し
の
び
な
つ
か
し
き
花
　
　
　
　
　
　
室
　
野
　
晃
　
慶

子
も
育
ち
つ
ば
め
は
そ
ろ
そ
ろ
旅
立
つ
か

　
　
　
　
朝
霧
の
中
く
り
返
し
飛
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
元
　
田
　
フ
ジ
子

住民課戸籍年金係

　74-3002

…そこが知りたい

年金年金

住民課戸籍年金係�74-3002

カ
ラ
期
間
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40

年
間
、
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
な
ど

の
公
的
年
金
制
度
に
加
入
し
て
保
険

料
を
納
め
た
方
は
、
65
歳
か
ら
老
齢

基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
「
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
る
の
に
加
入
期
間
が
数
年
足
り
な

か
っ
た
」
と
い
っ
た
話
し
を
耳
に
し

ま
す
が
、
こ
こ
で
大
切
な
の
が
「
カ

ラ
期
間
」
を
活
か
す
こ
と
で
す
。
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

25
年
以
上
の
期
間
が
公
的
年
金
制
度

の
保
険
料
を
納
め
た
期
間
か
、
国
民

年
金
の
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間

で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
、
こ
の
25
年

に
カ
ラ
期
間
も
含
ま
れ
ま
す
。

カ
ラ
期
間
と
は

　
こ
の
カ
ラ
期
間
は
、
25
年
の
資
格

期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額

に
は
反
映
さ
れ
な
い
「
実
」
の
な
い

期
間
の
た
め
、
通
称
「
カ
ラ
期
間
」

と
呼
ば
れ
て
ま
す
。

　
こ
の
カ
ラ
期
間
の
主
な
も
の
は
、

原
則
、
昭
和
36
年
以
後
の
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
期
間
で
、
国
民
年
金
に

任
意
加
入
で
き
た
の
に
任
意
加
入
し

な
か
っ
た
次
の
方
の
期
間
と
な
っ
て

い
ま
す
。

①
昭
和
61
年
３
月
ま
で
の
厚
生
年
金

な
ど
の
加
入
者
の
被
扶
養
配
偶
者
②

平
成
３
年
３
月
ま
で
の
学
生
③
海
外

在
住
の
日
本
人
。
ま
た
、
昭
和
61
年

３
月
ま
で
に
厚
生
年
金
な
ど
か
ら
脱

退
手
当
を
受
け
た
期
間
も
カ
ラ
期
間

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
人
の
届
出
が

必
要
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
カ
ラ
期
間
は
年
金
の
未

加
入
期
間
と
な
り
、
日
本
年
金
機
構

に
は
そ
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
原
則
と
し
て
本
人
の
届
出
に

基
づ
い
て
カ
ラ
期
間
の
有
無
が
調
査

さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
25
年
の
老
齢
基
礎
年

金
の
資
格
期
間
を
満
た
せ
な
い
方
で
、

カ
ラ
期
間
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
期

間
を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

年
金
事
務
所
な
ど
に
そ
の
旨
を
申
し

出
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

カ
ラ
期
間
が
な
い
た
め
に
25
年
の
資

格
期
間
を
満
た
せ
な
い
方
は
、
60
歳

か
ら
70
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国
民

年
金
の
任
意
加
入
の
申
出
が
で
き
ま

す
。
こ
の
場
合
の
保
険
料
の
額
は
、

一
般
の
第
１
号
被
保
険
者
と
同
様
で

平
成
22
年
度
は
月
額
1
5
，
1
0
0

円
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
任
意
加

入
者
に
は
免
除
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　
住
民
課
戸
籍
年
金
係

　
　
74
‐
3
0
0
2
（
直
通
）

　
室
蘭
年
金
事
務
所

　
　
0
1
4
3
‐
24
‐
7
1
0
4

　
平
成
22
年
度
国
民
年
金
保
険
料
免

除
の
申
請
は
、
７
月
１
日
か
ら
受
付

し
て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
方
で
、
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主

の
前
年
所
得
が
一
定
基
準
以
下
又
は

失
業
な
ど
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保

険
料
の
全
額
・
一
部
納
付
が
免
除
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま

未
納
と
せ
ず
免
除
申
請
を
ご
希
望
さ

れ
る
方
は
、
役
場
、
各
支
所
国
民
年

金
窓
口
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
！



13

読
書
の
家
か
ら

読
書
の
家
か
ら

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

新
刊
案
内

◆
消
費
者
だ
よ
り
◆

アシュラ・Ｋ・ル

＝グウィン作

ゲド戦記（全６巻）

今月の1冊
〈
一
　
般
〉
▽
新
版
国
旗
と
国
名
由

来
図
典
（
監
修
：
辻
原
康
夫
）
▽
竜

馬
「
海
援
隊
と
岩
崎
弥
太
郎
、
三
菱

商
会
」
（
童
門
冬
二
）
▽
平
民
宰
相

『
原
敬
伝
説
』
（
佐
高
信
）
▽
最
新

版
『
花
屋
さ
ん
の
花
』
図
鑑
（
花
時

間
特
別
編
集
）
▽
百
人
一
首
大
事
典

（
監
修
：
吉
海
直
人
）
▽
Ｉ
Ｑ
８
４

Ｂ
ｏ
ｏ
Ｋ（
３
）（
村
上
春
樹
）
▽
プ

ラ
イ
ド
（
眞
山
仁
）
▽
巡
査
の
休
日

（
佐
々
木
譲
）
▽
天
地
明
察
（
冲
方

丁
）
▽
神
苦
楽
島
（
上
）（
下
）（
内
田

康
夫
）
▽
老
兵
の
消
燈
ラ
ッ
パ
（
佐

藤
愛
子
）

〈
児
童
書
〉
▽
ま
る
ご
と
バ
ス
レ
ク

１
０
０
倍
楽
し
む
本
（
木
村
研
／
頭

金
多
絵
）
▽
ど
う
ぞ
の
い
す
（
香
山

美
子
／
柿
本
幸
造
）
▽
ど
う
ぶ
つ
と

ス
ィ
ー
ツ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

出
版
）

〈
一
　
般
〉
▽
天
使
の
陣
風
（
宮
本

昌
孝
）
▽
組
曲
虐
殺
（
井
上
ひ
さ
し）

▽
家
日
和
（
奥
田
英
朗
）
▽
教
授
の

異
常
な
弁
解
（
土
屋
賢
二
）
▽
水
神

上
・
下
（
箒
木
逢
生
）
▽
す
れ
違
う

背
中
（
乃
南
ア
サ
）
▽
北
帰
行
（
佐

々
木
譲
）
▽
謁
見
（
佐
伯
泰
英
）
▽

わ
た
し
が
死
に
つ
い
て
語
る
なら
（
山

折
哲
夫
）
▽
ユ
ダ
ヤ
人
の
歴
史
（
シ

ー
セ
ル
・
ロ
ス
）
▽
汚
れ
た
腸
が
病

気
を
つ
く
る
（
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ジ
ェ

ン
セ
ン
）
▽
う
か
た
ま
（
農
村
漁
村

文
化
協
会
）
▽
人
生
の
最
後
を
ど
う

終
え
る
か
（
安
田
千
恵
子
）

〈
児
童
書
〉
▽
小
学
生
の
た
め
の
論

語
（
齋
藤
孝
）

〈
ロ
ー
タ
リ
ー
文
庫
〉
▽
南
極
大
図

鑑
（
情
報
シ
ス
テ
ム
研
究
機
構
国
立

研
究
所
）
▽
土
は
地
球
の
エ
ア
コ
ン

だ
（
塚
本
明
美
）
▽
地
球
（
志
村
隆）

▽
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
地

球
の
大
常
識
（
横
山
一
巳
）
▽
冒
険

の
科
学
　
全
４
（
ほ
る
ぷ
出
版
）
▽

火
山
は
生
き
て
い
る
（
青
木
章
）
▽

地
球
の
ひ
み
つ
・
地
球
・
気
候
（
学

習
研
究
社
）

●
開
館
時
間

午
前
10
時
よ
り
午
後
４
時
20
分
ま

で
（
毎
木
曜
日
・
祝
祭
日
休
館
）

●
７
月
の
休
館
日

７
月
15
日
・
22
日
・
29
日

祝
日
休
館
・
19
日
（
海
の
日
）

あ
ぶ
た
読
書
の
家
　
76
‐
2
1
0
0

み
ず
う
み
読
書
の
家
　
75
‐
４
７
０
２

　
　
金
業
法
と
は
、
消
費
者
金
融
な

　
　
ど
の
貸
金
業
者
や
、
貸
金
業
者

か
ら
の
借
入
れ
に
つ
い
て
定
め
て
い

る
法
律
の
こ
と
で
す
。

　
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
借

り
ら
れ
る
よ
う
に
、
６
月
18
日
か
ら

こ
の
法
律
が
大
き
く
変
わ
り
、
新
し

い
ル
ー
ル
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

①
総
量
規
制
、
借
り
過
ぎ
・
貸
し
過

　
ぎ
の
防
止

　
年
収
の
３
分
の
１
を
超
え
る
額
の

新
規
借
入
れ
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
借
入
れ
の
際
に
収
入
を
証
明

す
る
書
類
が
基
本
的
に
必
要
に
な
り

ま
す
。

　
現
在
借
入
れ
て
い
る
も
の
は
、
こ

の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま

で
も
こ
れ
か
ら
新
規
に
借
入
れ
る
場

合
で
す
。

　
借
入
先
は
、
あ
く
ま
で
も
貸
金
業

者
か
ら
の
も
の
で
、
銀
行
、
信
用
金

庫
な
ど
は
除
き
ま
す
。

②
上
限
金
利
の
引
き
下
げ

　
法
律
上
の
上
限
金
利
が
、
29
・
2

％
か
ら
、
借
入
金
額
に
応
じ
て
15
％

～
20
％
に
引
下
げ
ら
ま
す
。

③
貸
金
業
者
に
対
す
る
規
制
も
厳
し

　
く
　
法
令
遵
守
の
助
言
・
指
導
を
行
う

国
家
資
格
の
あ
る
人
を
営
業
所
に
置

く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
北
海
道
財
務
局
（

0
1
1
‐
8
0
7
‐
5
1
4
5
）
ま
た

は
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
0
5
７

0
‐
0
6
4
‐
3
7
0
）
へ
。

　1968年～２001年にかけ出版された

（ハリーポッターよりずっと、ず～っと

前に書かれた）ファンタジー小説です。

高度で面白いかもよ！！

賃
あなたは大丈夫ですか？

賃金業法が
大きく変わり
ました
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ヤ

地

町内名所を散策し自然に親しもう!町内名所を散策し自然に親しもう!

月 浦 森 林 公 園 散 策
隠 れ た 名 所 で 新 発 見土から作った絵の具に子どもらびっくり!

ビジターセンター自然ふれあい行事

四

噴 火 か ら 1 0 0 年
よみがえる四十三山観察会

ヤ ナ ギ で ア ー ト
草木染で色合い楽しむ

洞
　　爺湖ビジターセンターの身近な自然の色を見つける

　　企画の第２弾として、「洞爺湖の大地の色で絵を描

こう」が６月19日同センターで開かれ、親子づれら10人

が、洞爺湖の大地から採取してきた土の絵の具で絵を描

きました。

　土の絵の具は、金比羅火口、災害遺構、財田の水田な

ど町内11カ所の土をふるいにかけ、水でのばした接着剤

と混ぜたもので、場所

やでき方での色の違い

を観察しました。

　最後は、自分で作っ

た絵の具で塗り絵を完

成し、土から出来た絵

の具にあらためて驚い

ていました。

　　元の隠れた名所を訪れようと教育委員会が主催して、

　　自然に親しむ集い－月浦森林公園への散策－が６月

19日行われました。

　参加は約20人で、晴天の中月浦ポロモイ温泉に集合し、

月浦浄水場、tetoteなどを回り新緑の息吹を感じながら

目的地の同森林公園へ到着。できたばかりのお屋敷休憩

所でお昼をとり、同温泉に戻る約７㌔の道のりを、額に

汗をうっすらうかばせ

ながら歩きました。

　同公園は、バードウ

ォチングや森林浴など

を楽しめる自然豊かな

場所で、休憩所もでき、

今後一層の活用が期待

されています。

　　十三噴火から100年を迎える今年、あらためて100年

　　の森の歩みを観察しようと、自然ふれあい行事「四

十三山　森の観察会」（主催　環境省北海道地方環境事

務所・（財）自然公園財団昭和新山支部）が６月19日（土）

約30人が参加して行われました。

　出発前に噴火直後の火山灰に一面覆われた四十三山の

写真を見た後、鈴木隆（元林業普及指導員）さんを講師

に観察会へ出発。要所、

要所で鈴木さんの説明

を聞きながら、ドロノ

キやカツラなど数種類

の植物が根を這って緑

の森になっている現在

の状況に、参加者は、

自然の力強さを感じて

いました。

　　ナギでアートの第２弾「草木染を楽しむ」が、６月

　　12日財田自然体験ハウスで開かれ、13人の親子づれ

が参加して、煮染めとすり染めの２種類の草木染めに挑

戦し、身近な木ヤナギから生まれる色を楽しみました。

　煮染めでは、ヤナギの木の皮を煮出した液を使い、布

に輪ゴムや割り箸を使って思い思いの模様をつけ染め付

けました。

　すり染めは、ハサミやカッターで切り抜いた型紙を使

いながら、厚

紙に模様を描

き、草木によ

って異なる色

合いに驚いた

様子でした。

森林公園の中を歩く参加者

いろいろな土の感触を楽しむ参加者

煮染めを楽しむ参加者

森林公園の中を歩く参加者

いろいろな土の感触を楽しむ参加者

煮染めを楽しむ参加者

よみがえった四十三山を視察する皆さんよみがえった四十三山を視察する皆さん



15

■平成23年度　洞爺湖町職員募集

■平成23年度　西胆振消防組合職員募集

請求先・問合せ　西胆振消防組合消防本部総務課（〒052-0012 伊達市松ケ枝町13番地）　21-5000

消防職員（深

夜業務を含む

交替制職員）

３名程度 高校卒又は同

等以上の学歴

を有する者

（来春卒業見

込者含む）

救急救命士免

許取得者（平

成23年３月同

免許国家試験

受験合格者）

昭和60年４月

２日から平成

２年４月１日

まで生まれた

者

消防職員（深

第１次10月３

日（日）

７月20日（火）

から８月16日

（月）までの平

日、午前９時

から午後５時

30分まで

採用職種 採用人員

㈱北海道新聞

情報研究所

学　　歴 資格など 年齢要件 試験日程 受付期間

請求先・問合せ　洞爺湖町総務課庶務・職員グループ
　　　　　　　　（〒049-5692　虻田郡洞爺湖町栄町58番地　　74-3000）

学芸員資格を
有する者（平
成23年３月31
日までに取得
見込者含む）

保健師資格を
有する者（平
成23年３月31
日までに取得
見込者含む）

大卒（来春卒

業見込者含む）

高校卒（来春

卒業見込者含

む）

１　　名

１　　名

学 芸 員

保 健 師

昭和56年４月

２日以降に生

まれた者

第１次10月

３日（日）

７月20日（火）

から８月16日

（月）までの平

日、午前９時

から午後５時

30分まで（土

日祝日は受付

できません）

採用職種

※短大卒・専門学校卒を含む

※

採用人員 学　　歴 資格など 年齢要件 試験日程 受付期間

　
　
歳
以
上
の
被
保
険
者
の
皆
さ
ん

　
　
が
仮
徴
収
で
年
金
か
ら
天
引
き

（
特
別
徴
収
）
さ
れ
る
保
険
税
額
は
、

平
成
22
年
度
の
総
所
得
金
額
が
確
定

す
る
ま
で
の
間
、
暫
定
的
に
納
め
て

も
ら
う
保
険
税
額
で
、
通
常
4
月
、

6
月
、
8
月
の
保
険
税
額
は
、
2
月

の
保
険
税
額
と
同
額
で
す
。

　
平
成
22
年
度
の
普
通
徴
収
・
特
別

徴
収
の
通
知
書
は
７
月
上
旬
に
送
付

し
て
い
ま
す
。

65 平
成
22
年
度
国
民
健
康
保
険
税

の
仮
徴
収
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

　
　
成
22
年
度
か
ら
65
歳
未
満
の
人

　
　
の
公
的
年
金
所
得
に
か
か
る
住

民
税
が
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

●
住
民
税
の
給
与
か
ら
天
引
き
し
て

納
付
し
て
い
る
人
は
住
民
税
の
う
ち

公
的
年
金
所
得
に
か
か
る
部
分
も
あ

わ
せ
て
給
与
天
引
き
で
納
付
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

●
申
請
す
る
こ
と
で
、
住
民
税
の
う

ち
公
的
年
金
所
得
に
か
か
る
部
分
を

昨
年
度
同
様
に
、
普
通
徴
収
で
納
付

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

平 65
歳
未
満
の
人
の
公
的
年
金
に

か
か
わ
る
住
民
税
の
取
扱
い

税
務
財
政
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
74
‐
３
０
０
３

選挙人名簿抄本閲覧状況の公表
越前谷邦夫

閲覧年月日

利用目的の
概　　　要

代表取締役
社長
菅原　紀夫
札幌市中央区
大通西3丁目6

政治に関する
道民世論調査

第４投票区内
12件

洞爺湖町長選
挙に係る選挙
運動

旧洞爺地区、
月浦、花和及
び洞爺湖温泉
地区1,857件

平成21年９月

14日

平成22年３月

23日～24日

（個人は記入

いらない）

代表者又は
管 理 人 の
氏 名 及 び
主 た る
所 在 地

閲 覧 に
関 わ る
選 挙 人 の
範 囲



を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
胆
振
総
合
振
興
局
課
税
課

　
0
1
4
3
‐
24
‐
9
5
7
9

　
募
集
テ
ー
マ
～
四
季
折
々
の
風
景

や
祭
事
・
動
植
物
な
ど
、
洞
爺
を
感

じ
る
よ
う
な
作
品
。

応
募
要
項

■
応
募
規
定
　
お
１
人
様
２
点
ま
で

　
　
　
　
　
　
で
す
。
カ
ラ
ー
・
モ

　
　
　
　
　
　
ノ
ク
ロ
と
も
に
４
つ

　
　
　
　
　
　
切
り
、
ま
た
は
A
4

　
　
　
　
　
　
サ
イ
ズ
で
す
。

■
募
集
期
間
　
10
月
31
日（
日
）
ま
で

■
審
　
　
査
　
当
協
会
の
依
属
し
た

　
　
　
　
　
　
審
査
員
と
洞
爺
水
の

　
　
　
　
　
　
駅
来
館
者
の
投
票
数

　
　
　
　
　
　
で
す
。

■
賞
　
　
金
　
特
選（
２
万
円
）１
点

　
　
　
　
　
　
/
準
特
選（
１
万
円
）

　
　
　
　
　
　
２
点
/
10
周
年
記
念

　
　
　
　
　
　
特
別
賞（
１
万
円
）
１

　
　
　
　
　
　
点
/
入
選（
５
千
円
）

　
　
　
　
　
　
３
点

　
　
　
　
　
　
と
う
や
水
の
駅
　
89

　
　
　
　
　
　
　3
1
0
8

16

無
料
法
律
相
談
の

お
知
ら
せ

洞
爺
湖
か
る
た
大
会

　
　
　

■運転免許更新時講習日程（於：だて歴史の杜カルチャーセンター)

８月 11日（水）18：30～６日（金）18：30～ ６日（金）19：30～ 17日（火）14：30～

優良（30分） 一般（60分） 違反（120分） 初回（120分）

心
か
ら
お
く
や
み

　
　
　
申
し
あ
げ
ま
す

　
最
愛
の
ご
家
族
を
亡
く
さ
れ
、

ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
遺
族
の
上
に
も
限
り
な
い
ご
加
護
と
、
故
人
の
み
た
ま
が

安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

　
財
産
、
家
族
、
生
活
上
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
お
悩
み
の
問
題
に
つ
い
て
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

に
際
し
て
は
、
具
体
的
な
資
料
な
ど

持
参
さ
れ
る
と
効
果
的
で
す
。

■
日
　
　
時
　
７
月
23
日（
金
）　
午

　
　
　
　
　
　
後
１
時
よ
り

■
場
　
　
所
　
あ
ぶ
た
ふ
れ
合
い
セ

　
　
　
　
　
　
ン
タ
ー

■
相
談
対
応
　
弁
護
士
　
　
馬
見
　

　
　
　
　
　
　
州
一
　
先
生

　
　
　
　
　
　
7
月
22
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
住
民
課
住
民
係
　
74

　
　
　
　
　
　
　3
0
0
2

巡
回
バ
ス
で
行
く
2
0
1
0

サ
マ
ー
・
メ
モ
リ
ア
ル
in
洞
爺
湖

「
彫
刻
と
私
」フ
ォ
ト
・
ラ
リ
ー

■
実
施
日
時
　
７
月
29
日（
木
）８
時

　
　
　
　
　
　
50
分
～
15
時

■
行
事
内
容
　
ぐ
る
っ
と
彫
刻
と
一

　
　
　
　
　
　
緒
の
写
真
を
撮
り
、

　
　
　
　
　
　
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
に
応
募
！

■
集
　
　
合
　
８
：
50
　
洞
爺
湖
芸

　
　
　
　
　
　
術
館
前

■
申
　
　
込
　
７
月
21
日（
水
）ま
で

　
　
　
　
　
　
に
、
電
話
・
F
A
X

　
　
　
　
　
　
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
。

　
　
　
　
　
　
定
員
に
な
り
次
第
締

　
　
　
　
　
　
切
り
ま
す
。
〒
0
4

　
　
　
　
　
　
9
‐
5
8
0
2 

洞
爺

　
　
　
　
　
　
湖
町
洞
爺
町
9
6
　

　
　
　
　
　
　
　
・
F
A
X
　
0
1

　
　
　
　
　
　
4
2
‐
87
‐
2
5
2
5

　
　
　
　
　
　（
月
曜
休
館
日
）

■
主
　
　
催
　
洞
爺
湖
芸
術
館
友
の
会

　
完
成
し
た
洞
爺
湖
か
る
た
を
使
っ

た
大
会
で
す
。
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

・
郵
送
や
窓
口
に
出
向
く
こ
と
な
く

　
申
告
・
届
出
完
了

・
利
用
者
用
ソ
フ
ト
で
自
動
入
力
・

　
自
動
計
算

・
法
人
の
電
子
証
明
書
が
不
要
（
税

　
理
士
関
与
の
場
合

　
詳
し
く
は
、
e
L
T
A
X
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
h
ttp://w
w
w
.eltax
.jp
/）

法
人
道
民
税
･
事
業
税
の
申
告
・

届
出
は
、
e
L
T
A
X
で

寄
　
　
付

故富山弥生さん
■５月３日死去
■95歳■遺族は
鉱一さん■温５区

故川上大良さん
■５月６日死去
■83歳■遺族は
大誠さん■虻６区

故岡田正志さん
■５月６日死去
■50歳■遺族は
弘子さん■入１区

故伊藤那利さん
■５月12日死去
■89歳■遺族は
善廣さん■虻３区

故青山実憲さん
■５月17日死去
■３歳■遺族は
卓弥さん■温８区

故谷登志子さん
■５月18日死去
■54歳■遺族は
弘美さん■入１区

故田中勇七さん
■５月24日死去
■85歳■遺族は
芳子さん■入１区

故大西一彰さん
■５月30日死去
■71歳■遺族は
辰衛さん■入１区

故小柳芳雄さん
■５月17日死去
■78歳■遺族は
久子さん■入１区

洞
爺
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
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■運転免許更新時講習日程（於：だて歴史の杜カルチャーセンター)

7月 20日（火）/27日（火）13:30～ 20日（火）14：30～ 16日（金）/27日（火）14:30～ 12日（月）14：30～

優良（30分） 一般（60分）

町有地を売却します

違反（120分） 初回（120分）

■
日
　
時
　
８
月
７
日
午
前
10
時
集
合

■
場
　
所
　
観
光
ホ
テ
ル

■
チ
ー
ム
　
小
学
生
の
み
。
１
チ
ー

　
　
　
　
　
ム
３
人

■
問
合
せ
　
洞
爺
湖
温
泉
観
光
協
会

　
　
　
　
　
　
75
‐
２
４
４
６

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

町
へ
の
寄
付
物
品

▼
西
山
寛
幸
さ
ん（
川
東
）10
万
円

社
会
福
祉
協
議
会

▼
川
上
大
誠
さ
ん
（
虻
６
区
）は
５
万
円

〈
寄
付
物
品
〉

▼
坂
井
千
枝
さ
ん（
温
３
区
）

七
夕
飾
り
を

つ
く
ろ
う

　
8
月
６
日
か
ら
20
日
ま
で
、
七
夕

の
日
に
ち
な
み
七
夕
飾
り
を
役
場
ロ

ビ
ー
と
交
流
セ
ン
タ
ー
に
飾
り
ま
す
。

　
仙
台
七
夕
ま
つ
り
で
使
っ
た
飾
り

も
譲
り
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
　
16
日
ま
で
は
、
随
時
短
冊
を
受
付

け
ま
す
の
で
、
同
所
に
備
え
て
い
る

短
冊
に
思
い
思
い
の
願
い
を
書
い
て

飾
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
産
業
課（
　
74
‐
3
５

0
5
）
へ
。

ほろ酔いの夕べ
あぶたビアガーデン
ほろ酔いの夕べ
あぶたビアガーデン
第
５
回
■日　　時　７月30日�午後５時～午後８時

■場　　所　ＪＲ洞爺駅前駐車場特設会場

■チケット　1,000円（前売り）

■取扱い場所　商工会、役場産業課、各料飲店

■主　　催　虻田料飲店組合

■日　　時　７月30日�午後５時～午後８時

■場　　所　ＪＲ洞爺駅前駐車場特設会場

■チケット　1,000円（前売り）

■取扱い場所　商工会、役場産業課、各料飲店

■主　　催　虻田料飲店組合

■場　　所　

　入江185番地１（板谷川公住跡地）　

■建物の用途指定

　住宅、アパート、店舗、事務所など（第２種中高

　層住居専用地域　建ぺい率60％、容積率200%）

■土地の面積

　1171.49㎡宅地

■土地の価格

　13,653,000円（登録免許税等は除く）

■条件など

　１区画取得希望を優先とするが、希望者がない場

　合は２区画に分割することも可能。希望者が複数

　の場合はくじ引きによる。

■申込期限

　平成22年８月25日

■問 合 せ

　総務課　管財・情報グループ　　74‐3000

高砂町
入
江
貝
塚

入江

A&
Y2

号館

A&
Yホ
ー
ム

セン
ター
1号
館

伊
達
警
察
署

虻
田
交
番

入江185番地1入江185番地1

板　
谷　
川

板　
谷　
川

（
旧
国
道
23
0号
線
）

（
旧
国
道
23
0号
線
）

至
旧
虻
田
洞
爺
湖
IC

至
旧
虻
田
洞
爺
湖
IC

駐
車
場

駐
車
場

国
道
３
７
号

国
道
３
７
号

Ｊ
Ｒ
室
蘭
本
線

今
月
の
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト

◆虻田小学校で資料を整理したところ、
　軍服姿の写真が出てきました。名前
　は、田中末雄と書かれています。心
　当たりの方はご連絡ください。
◆書道家中野北溟さんの書をお持ちの
　方（畳１枚ほどの大きさ）ご連絡くだ
　さい。広報統計係　74‐3004

よさこいソーラン祭りに参加したとうや湖踊る社中よさこいソーラン祭りに参加したとうや湖踊る社中

さがしています

寄
　
　
付

寄
　
　
付

田中末雄さん田中末雄さん

広　告
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し
た
。

　
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
剣
道
一
筋

で
、
3
段
の
腕
前
で
す
が
、
「
視
力

障
害
者
の
伴
走
者
を
し
て
み
た
い
」

と
い
う
何
気
な
い
気
持
ち
か
ら
始
め

ま
し
た
。
結
婚
、
育
児
と
途
中
中
断

も
あ
り
ま
し
た
が
、
２
児
の
お
母
さ

ん
と
し
て
4
年
前
か
ら
ま
た
走
り
出

し
ま
し
た
。

　
「
走
る
こ
と
の
楽
し
さ
も
あ
り
ま

す
が
、
大
会
で
い
ろ
ん
な
人
と
出
会

え
る
の
が
よ
り
楽
し
い
」
と
マ
ラ
ソ

ン
の
魅
力
を
語
り
ま
す
。

　
2
年
前
に
は
、
ご
主
人
が
会
長
と

な
り
、
と
う
や
湖
フ
レ
ン
ズ
を
結
成

し
、
ラ
ン
ナ
ー
同
士
の
つ
な
が
り
も

広
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
人
生
の
伴
走
者
を
得
て
、
監

督
と
選
手
と
し
て
ま
さ
に
2
人
3
脚

で
取
組
ん
で
い
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
。

　
「
来
年
こ
そ
は
、
女
性
の
チ
ー
ム

メ
ン
バ
ー
を
増
や
し
て
、
完
走
し
た

い
」
と
来
年
の
大
会
に
向
け
て
、
毎

日
10
㌔
の
練
習
を
始
め
て
い
ま
す
。

ボランティアの皆さんありがとうボランティアの皆さんありがとうボランティアの皆さんありがとう
　今年の洞爺湖マラソンは、大会史上最多の参加者がありま

した。町民のボランティアの皆さんに対し、参加者からも多

くの感謝の言葉が寄せられていますので、一部紹介します。

　50
過ぎ
で、
初め
てマ
ラソ
ンを
走り
まし
た。
なん
とか

完走
する
こと
がで
きホ
ッと
して
いま
す。

私が
感激
して
いる
のは
、自
分が
走り
きれ
た以
上に
実行

委員
会の
方々
など
どれ
だけ
たく
さん
の方
々が
関っ
て下

さり
、私
が走
るこ
とが
でき
てい
るの
かと
いう
思い
です
。

　「
ガン
バレ
」の
声援
に一
つ一
つは
応え
るこ
とが
でき

ませ
んで
した
が、
本当
にあ
りが
たか
った
です
。　
　　

　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　岩
見沢
　男
性

　今
年で
４年
連続
フル
マラ
ソン
出場
です
。

　い
つも
のこ
とな
がら
、ボ
ラン
ティ
アの
人た
ちに
は、

感謝
して
いま
す。
後半
、疲
れて
きて
いる
とこ
ろで
、自

分の
子ど
もと
同じ
高校
生ボ
ラン
ティ
アに
「が
んば
って

くだ
さい
」と
言わ
れる
と、
ここ
で自
分に
負け
るわ
けに

はい
かな
いと
力が
でま
す。

　ボ
ラン
ティ
アや
エイ
ドに
関し
ては
、ほ
かの
どの
大会

より
も良
いと
思い
ます
。来
年も
是非
参加
した
いと
思い

ます
。　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　札
幌市
　男
性

　存続問題を抱える虻田高校で、

町民に虻田高校をもっと知っても

らおうと、ＰＴＡが中心となって

7月17日の虻校祭にわけあり市を

開きます。

　形や色などで商品化にならない

キャベツ、レタス、トマトなどの

地場野菜やはるさめ、サミット豆

腐で作った油揚げ、「あるそーれ」

のパン粉などを超格安の値段で提

供します。

　時間は、10時から２時まで。

学校を見ながら遊びにきてくださ

い。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●●●●●●●

工藤友美さん
虻６区

洞爺湖マラソン

フルマラソンに挑む

洞爺湖マラソン

フルマラソンに挑む

　
　
会
史
上
最
多
の
参
加
者
が
あ
っ

　
　
た
今
年
の
洞
爺
湖
マ
ラ
ソ
ン
。

　
全
国
津
々
浦
々
か
ら
健
脚
を
競
い
、

ラ
ン
ナ
ー
が
集
ま
り
ま
し
た
が
、
町

内
か
ら
の
参
加
者
は
ま
だ
余
り
多
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
中
町
内
在
住
の
女
性
で
、

唯
一
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
み
ま
し
た
。

結
果
は
、
40
㌔
地
点
で
惜
し
く
も
規

定
時
間
に
届
か
ず
、
完
走
を
逃
し
ま

大

「わけあり市」
第49回 虻 高 祭
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こ

ん
にち
は赤ちゃ

ん

ご家族の深い愛情につつまれて誕生した
プリンスとプリンセスのご紹介です。
ご家族は「早く大きくなーれ」と
成長を楽しみにしていることでしょう。
いろいろな可能性を秘めて、
洞爺湖町に誕生した赤ちゃん、

その純粋な瞳は何を見つめているのでしょうか？

奥本　翔也くん
（しょうや）

将太さん・里枝さん
４月６日生　青１区

渡内　柑南ちゃん
（かんな）

一彦さん・麻美さん
４月４日生　青１区

昭子さん
４月19日生　緑　沢

多田　尚平くん
（しょうへい）

佐藤　蕾雅くん
（らいが）

昌弘さん・文子さん
４月６日生　虻１区

佐藤　勘太郎くん
（かんたろう）

宇宙さん・志保さん
４月23日生　大　原

寺島　朱莉ちゃん
（しゅり）

滋準さん・圭世さん
４月20日生　虻５区

明広さん・麻奈さん
４月26日生　入１区

小野寺 アオちゃん砂山　さらちゃん

優さん・奈津子さん
４月25日生　香　川

◆ぱしふぃっくびいなす（中央ふ頭）
　■日　時　平成22年９月14日（火）10時～12時

◆ダイヤモンド・プリンセス（崎守ふ頭）
　■日　時　平成22年９月26日（日）10時30分～12時30分

　★定員を超えた場合は抽選

　★両船とも運転免許証かパスポートなどの本人を証明するもの

　　が必要（「ぱしふぃっくびいなす」は健康保険証でも可）

　★当選者のみ郵送で通知し、当選権の譲渡はできません。

◎応募方法（１通で２名まで。乳幼児も一人とします。両船とも

　希望の場合は別々に）ハガキ（片道）か封書で、客船名、氏名

　（ふりがな）、住所、電話番号、生年月日、性別、身分証明書の

　種類と番号を全員分明記し、７月20日（火）（必着）まで。

　詳しくは、室蘭市港湾部総務課振興係（〒 051-0022　室蘭市

　海岸町１丁目20番地30　0143-22-3191）

〈ぱしふぃっくびいなす〉

〈ダイヤモンド・プリンセス〉
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人口と世帯の動き（平成22年5月31日現在）　男…4,828人（△8）　女…5,485人（△4）　計10,313人（△12）　世帯…5,199世帯（△4）

7月のイベントカレンダー7月のイベントカレンダー（7月12日～8月9日）
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

15 16 1712 13 14 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 8/1

2 3 4 5 6 7 8

9

水辺の森の小径（財田自然観察道）

シリーズシリーズ 町内探訪町内探訪

・さ＝健康福祉センターさわやか　76-4006/教＝教育委員会　74‐3010/・総＝洞爺総合支所　82-5111/・愛＝洞爺ふれ愛センター　87-2727/・本＝本町保
育所　76-2673/・洞＝洞爺保育所　82-5559/ビ＝洞爺湖ビジターセンター　75‐2555/財＝財田自然体験ハウス　82‐5999/芸＝洞爺湖芸術館　87－2525

東奔西走東奔西走

・洞爺地区健康相談
　（総）10:00～　　
・ふれあい遊び（さ）
　10:00～

・レイクフェスティ
　バル（教）10:00～
・しぜんエネルギー
　で遊ぼう（ビ）
　9:00

・水中運動教室（教）
　19:00～

・水中運動教室（教）
　19:00～

・乳児健診（愛）受付
　13:00～　　　　
・水中運動教室（教）
　19:00～

・洞爺地区健康相談
　（総）10:00～　　
・保育所開放（本）　
　10:00～

・初心者水泳教室（教）
　13：15～　30日まで

・子育てセミナー（さ）
　10：00～
・水中運動教室（教）
　19：00～

・保育所開放（本）　
　10:00～

・洞爺地区健康相談
　（総）10:00～　　
・保育所開放（洞）　
　10:00～

・並河萬里の足跡を
　たどる（芸）
・子ども共和国（育）
　16:00～

・ちびっ子水泳教室
　（教）13：00～  4日
　まで

・子育てセミナー（さ）
　10：00～

・水中運動教室（教）
　19:00～

・洞爺地区健康相談
　（総）10:00～　　
・保育所開放（本）　
　10:00～

・洞爺湖温泉誕生記念
　感謝祭（観）13:00～
・虫食い葉っぱでマイ
　バッグ（財）10:00～

・洞爺湖温泉誕生記念
　感謝祭（観）11:00～

　久しぶりの賑わい

をみせたのが、マン

ガ・アニメフェスタ。

�世界に誇る日本の

文化といわれるよう

に、あらためてアニ

メファンの底力を見

た思いです。コスプ

レヤーが集まるとそ

のプレヤーを見に観

光客が集まってくる

という相乗効果があ

る、この種のイベン

ト。温泉にも新しい

文化の風が吹きまし

た。

　　　　（Ｈ・О）

　　日が見える渚公園から、湖畔に残る原生林の中を通り抜ける遊歩道です。　

　　距離は1.8　、幅２　の小道です。

�環境省の洞爺湖八景にも選定されていて、洞爺湖の風景を楽しみながらの散策

は、気持ちをリフレッシュしてくれま

す。

�道沿いには、イタヤカエデ、ミズナ

ラなどの大木が残り、これからの季節

には、エゾカンゾウ、ベニハナイチャ

クソウ、チシマアザミなどの花なども

観察できます。

�コースの途中には野鳥観察施設・休

憩施設・公衆トイレもあります。

夕


